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との学術交流会は， 200ヲ年度で策7mJ自主了迎え， 2009年 10
月29日(オミ〉から 1Fl 1日(日)にかけて総南大学校(大総氏問大国際減Tiil金主催
授としてIj話線された。 南山大学からの訪問lヨiは，青木清教綬， {翠登文治教授，念持
さを司教授および私(~"í ll寺法学滋fí長)の教員 4 名， そして法学部学生 17名の合計21
名という構成であった。
学術交流会のメイン行事である学術セミナーは， 10 j'l 30臼{こ線南大学校法科大
学の模擬法廷において1mかれた。 U~催者として，
加わった。)今関の共通テー?は
として本学の深登文治教授が「日本における
台殺として総消火学技法科大学の準型敏教授が の談合規制の綬拠とし
ての保fmrfiJというタイトノレのもとに各々報告がなされ，盛んな議論が行われた。
オヰ王子:こ掲7殺される報告論文をご参照し、ただきたい。
として，韓関歴史文化についての様々な見学行事が添織されて
いたコおりしもこの年の変領から翠廷していた新裂等インブ/レエンずの感染者が，
終鑓訪認や(こ学生参加者のi品iで出始めたため，予定巡りのツアー続行が危ぶまれた
'/J¥ ソウルの市立美術館と景福'e;見学喜子災現できたことは
学いて、あった。斡潟大学校による心のこもった歓迎には，深
_ ..，-..o:TJJパーを終わりたい。なオゴ記録のため，今f0Jの交流会日線表と
セミナー集合写真を掲載する。
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